
報告と対話のつどい

２０２２年・令和４年１月３０日
１５時～１６時３０分

福岡県古賀市議会
会派・友和(ゆうわ）

開始までしばらくお待ちください。
今回はFacebookでライブ配信します。
ZOOM ID ８５４ ４４１７ １４５５
パスコード ５４４８６０

森本義征
会派代表

議会選出監査

清原哲史
総務委員長

奴間健司
議運委員長



地球温暖化対策
議会が政策提言

２０１９年１０月、会派・友和がテーマを提言
２年余の研修を踏まえ

２０２１年１１月２５日、市長に提言



議会として
市長に政策提言
2021年11月25日

田辺市長、本会議で
ゼロカーボンシティ宣言

2021年11月30日
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2年間の研修・議論を経て政策提言
2021年11月25日

①ゼロカーボンシティ宣言を行うなど
市としての姿勢や目標を明らかにすること

②４Ｒ運動推進や公共交通利用促進など市民の
行動変容を促す周知・啓発に取り組むこと

③山、川、海とつながる特徴を踏まえ、
プラスチックごみ削減運動を広げること

④公共施設をはじめ太陽光・蓄電池設置など
再生可能エネルギーの導入を促進すること

⑤異常気象が引き起こす熱中症、土砂災害、
暴風雨などに対する備えを促進すること

地
球
温
暖
化
に
対
す
る

議
会
の
政
策
提
言
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２０５０年までにＣＯ２実質排出ゼロ
田辺市長、ゼロカーボンシティ宣言

2021年11月30日

第３次環境基本計画
地球温暖化対策実行計画

２０２２年度、２０２３年度に改訂
２０５０年実質ゼロを反映

●家庭・事業所への省エネ行動の促進啓発
●住宅、事業所への再エネ設備の導入促進
●公共施設への再生可能エネルギー導入促進検討
●市施設の新築・更新時等に省エネ設備の導入促進
●公用車の電気自動車、燃料電池車の計画的導入検討
●先端技術を持つ市内企業等と連携した取組促進



１２月定例議会

第５次総合計画基本構想を可決
６点の提言を市長に提出

アクションプランは３月議会に提示予定



総合計画
目的 大綱将来像

全部署・全職員の
議論

コロナ経験
市民意識の反映

市民参画
ワークショップ

１０年先の
明確なビジョン



２０２２年度～２０３１年度
まちづくりの最上位計画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

３
月
議
会
に
提
示
さ
れ
る
予
定

本
来
は
基
本
構
想
と
セ
ッ
ト
で
示
す
べ
き

２０１２年度～２０２１年度
まちづくりの最上位計画



田
辺
市
長
が
議
会
に
提
出
し
た
10
年
後
の
都

市
イ
メ
ー
ジ
や
想
定
人
口

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？



議会の審議期間
9 月16 日～ 11 月 24 日
全体会・分科会 18 回
11月30日の本会議で
討論・採決
反対1、賛成17で可決

第5次基本構想に対する6点の提言
2021年11月30日

①議会からの意見、提言については最大限尊重

②中長期的見通しに基づく効率的、効果的な財政運営

③「まちづくり指標」は中間年次に検証を行うこと。アク
ションプラン「指標」の検証結果も毎年度公表すること

④「想定人口」、人口の推移を把握し、福岡市近郊という
特性を生かし、社会増をめざした効果的対策を講じること

⑤「平和」堅持と「人権」尊重は常に意識し取り組むこと

⑥地域や自治会、行政区、校区コミュニティの活動がさら
に活性化するよう支援すること。



第5次基本構想に対する討論
2021年11月30日

ＳＤＧｓの関連付け、具体化を指摘

森本義征議員
基本構想に対して討論
（11月30日の本会議）

ＳＤＧｓの関連付け、

具体化を指摘



第5次基本構想に対する討論
2021年11月30日

①質疑記録は公文書。市民と共に提言を具体化する責任

②将来を創造するのは計画書ではなく次世代を担う若者

③職員の力が発揮されるのはこれから。政策展開を期待。

④成果指標は毎年度市民評価を受け公表すること

⑤アクションプランの検証は残された課題

⑥市民の声を把握し提案を出すくらいの議会力が必要

⑦基本構想限定ではなく総合計画策定に関する条例が必要

⑧市民との対話で最善策をめざす市政運営が必要

⑨第5次総合計画策定は終わりではない。

⑩今後10年も検証し続ける

奴間健司
基本構想に対して討論
（11月30日の本会議）



３回目ワクチン、オンデマンドバス
体成分分析装置



ＡＩオンデマンドバスの運行計画案

宗像市のオンデマンドバスに
乗車体験（２０２１年４月）

車両３台を購入
補正予算で１７１０万円を決定
（２０２１年１２月定例会）

運行計画を検討する地域協議会の予定

日吉台 ２月３日（木）午後４時～ 公民館

花鶴丘 ２月４日（金）午前１０時～ ３区公民館

ＡＩオンデマンドバス運行計画案の概要

運行エリア 花鶴丘１～３丁目区、日吉台区

運行形態 エリア運行(ミーティングポイント型)

運行時間帯 平日：７時から２０時 土日祝：８時から１８時

利用方法 予約制

運 賃 大人 運行エリア内：１５０円 エリア外：３００円

車 両 ２台（定員８人）

ミーティング
ポイント

エリア内 ２５カ所（概ね２００m間隔で設置）

エリア外 古賀駅、ししぶ駅、古賀市役所、リーパス
プラザこが、古賀中央病院、コスモス古賀中央店
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１
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１
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の
臨
時
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で
可
決

定例会閉会後２日目に臨時会
国に振り回された１０万円給付



住
民
税
非
課
税
世
帯
等

約
６
５
０
０
世
帯

１
世
帯
１
０
万
円
を
支
給

２
月
下
旬
支
給
開
始
予
定

１
月
１
１
日
の
臨
時
会
で
可
決



新型コロナ

新規感染が増加
小中学校の学級閉鎖相次ぐ
３回目ワクチン接種がスタート

自宅療養に対する買い物・ゴミ出し支援



月日 合計 １０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

１月１６日 ５ ０ １ ２ １ ０ ０ ０ １ ０

１月１５日 ８ ０ ２ ４ ０ ０ １ １ ０ ０

１月１４日 ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０

１月１３日 ５ ０ ０ １ １ ２ ０ ０ ０ １

１月１２日 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

１月１１日 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

累計 ２０ ０ ４ ８ ２ ２ １ ２ ２ １

古賀市における新型コロナ感染者数の推移１



月日 合計 １０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

１月２９日 ３６ １ ５ ６ ８ ７ ５ ２ ０ ２

１月２８日 １７ ３ ４ ５ １ ３ ０ １ ０ ０

１月２７日 ７ ０ ２ １ ０ ０ ２ ２ ０ ０

１月２６日 １４ １ ２ ２ ２ ５ １ ０ １ ０

１月２５日 １１ ０ ２ １ ２ １ ２ ２ １ ０

１月２４日 ２３ ４ ３ ８ １ ３ １ １ １ １

１月２３日 １７ ０ ５ ５ １ ０ ５ １ ０ ０

１月２２日 １３ ２ １ ３ ２ ２ ０ ０ ０ ０

１月２１日 ９ ０ ２ １ ２ １ ２ １ ０ ０

１月２０日 １２ １ ２ ２ ２ ２ １ １ ０ １

１月１９日 １１ １ １ ４ １ ３ ０ １ ０ ０

１月１８日 ６ ０ １ ４ ０ ０ １ ０ ０ ０

１月１７日 ９ １ ３ １ ２ ０ ０ ２ ０ ０

累計 １８５ １４ ３３ ４３ ２４ ２７ ２０ １４ ３ ４

古賀市における新型コロナ感染者数の推移２
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万が一、自宅療養になったら…



千鳥苑、市民体育館
「移転・廃止」

利用者、地域から不安の声上がる
１２月２６日、体育館に関する説明会
１月２１日、千鳥苑に関する説明会



公共施設等総合管理計画【第1期アクションプラン】（案）

施設名 面積 ㎡ 機能 建物 備考

市民体育館 １１７５ 移転 廃止を含め検討

クロスパルこが ７２４２ 維持 複合化を検討

米多比児童館 ４３３ 移転 廃止を検討

あすなろ教室 ６６ 移転 廃止を検討

市民活動センター ４５ 移転 廃止を検討

千鳥苑 移転 廃止を含め検討 2022年度に築45年

学童保育所 維持 維持修繕 余裕教室への機能移転を検討

２０６０年までの４０年間に総延べ床面積を約２割圧縮
コスト面では約５４億７千万円の削減

第１期アクションプラン：２０２１年度～２０３０年度

計画期間内に、
関係団体と協議を行い、
施設の方向性について

明らかにする

２０１７年３月策定

２０２１年８月原案
２０２２年１月決定



第１期アクションプラン（原案）
「移転・廃止」盛り込まれる

審議会答申
２０２１年８月１９日

総務委員会に説明 ８月２６日

市民要望で説明会
２０２１年１２月２６日
２０２２年１月２１日

第１期アクションプラン決定
２０２２年１月１２日本部会議
１月１７日市長決裁、一部修正

パブリックコメント １０月

第１期アクションプラン（案）？



2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

使用総数 44,141 45,184 51,323 45,972 47,929 47,302 27,412

室利用団体 2254 2422 2170 2299 2496 1777
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千鳥苑・利用者総数と室利用団体数

使用総数 室利用団体

高齢者の居場所

コミュニティの場

包括支援拠点

こどもの利用

送迎バスの活用

避難所の役割

・・・・・・・

年間4万5千人以上の利用者



千鳥校区コミュニティの要望で説明会（１月２１日）

約７０人が参加、存続を求める意見続出
市民の意見 市長の答弁

いつ、どこで決めたのか？
利用者なしに決定したこと残念

５年前から取り掛かり、審議会
を経て本部会議で決めた

多くの人が利用している。現状
をどう評価しているのか？

市内外の方に親しまれている。
地域の方は愛着もっている。

移転先は考えているのか？
確定していない。北中地域開放
室、サンコスモ、グリーンパー
ク等の在り方も含め再配置

寝耳に水、対話して進めるべき
だ。高齢化時代こそ必要な施設
だ。核になる施設がないと地域
は衰退する

どこかのタイミングで示すしか
ない。閉鎖的にやったわけでは
ない。人口対策打っている。１
０年後も元気である。

現在利用している人が利用継続
できるように。包括支援セン
ターもある。

細部は今後協議。包括は後退さ
せない。審議会で成案に至った。
地域の話を聞き協議したい。

千鳥苑の移転・廃止案に対する説明会
２０２２年１月２１日・千鳥苑大広間

「建物廃止ありきは良くない」、「総合計画
との整合性見極めるべき」、「今後も地域
との話し合いの機会を」（校区会長）



薬王寺「快生館」
インキュベーション

経費名 金 額 合 計

１期工事 ５０００万円 ２億６４８１万円
２期工事 ３５００万円

開設準備費 ４５２４万円

管理運営委託（５年間） １億２８９７万円

借用料（４か月）
（５年間）

２００万円
１８００万円

収支見込は大丈夫？
赤字補てんは８千万円弱見込

（５年間）



薬王寺・快生館の料金体系と実績
スモールオフィスに２社入居
（１月２６日・総務委員会報告）



2021 2022 2023 2024 2025

経費 26,890,000 25,520,000 25,520,000 25,520,000 25,520,000

利用料収入 342,100 5,412,000 8,631,700 16,898,200 27,205,200

サービス料収入 137,500 1,695,100 2,642,200 6,206,200 10,338,900

委託料 26,890,000 25,520,000 25,520,000 25,520,000 25,520,000
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薬王寺「快生館」インキュベーション収支見込（㈱SALT作成）
2021年10月25日・総務委員会提出

経費 利用料収入 サービス料収入 委託料
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市
の
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管理運営を㈱SALTと１億２８９７万円で契約（5年間） 新たな収支見込
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５年目に委託料は
ゼロとなる見込み



総合計画、個別計画
予算、人事

市 民

議決、監視
提言

市議会

国
議会が市政を変える
地方が国を変える

市政は国の縛りがあり時に市民を後回し

対話による
まちづくり


